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崎
Ｃ
Ｅ
Ｏ
か
ら
は
「
海
外
企
業
は
日
本

企
業
に
比
べ
て
発
想
の
展
開
が
早
い
」

「
コ
ロ
ナ
後
に
は
海
外
へ
の
事
業
展
開

も
本
格
的
に
考
え
る
べ
き
で
、
自
分
の

中
で
ブ
レ
ー
キ
を
踏
み
す
ぎ
て
は
い
け

な
い
」
と
い
っ
た
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

最
後
に
塚
原
理
事
長
か
ら
「
観
光
業
は

“
待
ち
”
か
ら
“
攻
め
”
へ
変
化
し
て

い
る
」「
コ
ロ
ナ
禍
で
単
独
で
は
な
く
、

様
々
な
人
と
連
携
し
て
一
緒
に
動
く
こ

と
で
、
ス
ピ
ー
ド
が
は
る
か
に
上
が
る

こ
と
を
再
確
認
し
た
」
と
い
っ
た
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
開
催
可
否
も

不
安
視
さ
れ
ま
し
た
が
、
３
名
の
パ
ネ

リ
ス
ト
か
ら
多
く
の
エ
ー
ル
を
頂
き
、

新
し
い
環
境
に
適
応
し
、
挑
戦
す
る
た

め
の
多
く
の
“
気
づ
き
”
も
得
る
こ
と

が
で
き
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

み
ら
い
創
造
委
員
会

副
委
員
長　

中
野　

正
信

　

㈲
や
ま
は
る

　「
次
年
度
会
長
予
定
者
に
中
村
知
行

室
長
を
選
出
！
」

　

７
月
15
日
、
八
戸
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に

て
第
１
回
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
令

和
３
年
度
・
４
年
度
会
長
予
定
者
に
中

村
知
行
総
務
室
長
（
㈲
中
ペ
ン
塗
装
店

代
表
取
締
役
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
16
日
に
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
に
て
開
催
し
た
第
２
回
臨
時
総
会

で
は
、
令
和
３
年
度
事
業
計
画
骨
子
、

令
和
３
年
度
・
４
年
度
役
員
選
出
、
同

組
織
体
制
の
３
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
次
年
度
会
長
予
定
者
体
制
で
は
、

主
と
し
て
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
係
る
総
務
全
般
及

び
、
広
報
活
動
を
行
う
「
総
務
・
広
報

担
当
事
業
」、
八
戸
港
カ
ッ
タ
ー
レ
ー

ス
運
営
協
力
、
親
水
空
間
の
活
性
化
に

取
り
組
む
「
親
水
空
間
活
性
化
事
業
」、

Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

や
対
外
的
な
情
報
発
信
を
担
う
「
情
報

発
信
事
業
」、　

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
は
ち
の
へ

と
の
連
携
や
圏
域
商
工
会
と
の
交
流
を

中
心
に
活
動
す
る
「
広
域
連
携
事
業
」、

会
員
同
士
の
強
固
な
絆
を
築
く
た
め
の

交
流
事
業
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
を
通

し
て
、
青
年
部
活
動
へ
の
参
加
を
促
進

す
る
「
会
員
交
流
事
業
」
の
５
つ
の
事

業
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

事
業
を
円
滑
に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
も
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ
て

活
動
し
て
参
り
ま
す
。

　

八
戸
商
工
会
議
所
青
年
部

　

会
長　

向
井　

誠
仁

㈱
コ
ネ
ク
ト
グ
ロ
ー
カ
ル

　

９
月
16
日
、
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に

て
９
月
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
定

例
会
・
臨
時
総
会
は
50
名
、
研
修
会
は

69
名
、
懇
親
会
は
61
名
と
、
多
く
の
方

に
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

併
用
し
て
会
場
と
台
湾
を
つ
な
ぎ
、「
新

し
い
時
代
の
経
済
活
動
・
地
域
経
済
団

体
に
必
要
な
変
化
～
八
戸
の
経
済
観
光

産
業
・
Ｉ
Ｔ
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
海
外
ビ

ジ
ネ
ス
の
視
点
か
ら
～
」
と
題
し
て
パ

ネ
ル
ト
ー
ク
形
式
で
行
い
ま
し
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
、塚
原
隆
市
氏（　

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
は
ち
の
へ
理
事
長
）、
Ｉ

Ｔ
と
教
育
の
観
点
か
ら
古
賀
覚
氏
（
Ｓ

Ｂ
Ｃ
＆
Ｓ
㈱ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
本
部
課
長
）、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
観
点

か
ら
外
崎
真
由
美
氏
（
㈱
Ｍ
ａ
ｋ
ｅ 

Ｍ
ｉ
ｉ
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
の
３
名

を
迎
え
、
各
業
界
の
現
状
や
今
後
の
経

済
活
動
に
必
要
と
さ
れ
る
考
え
方
に
つ

い
て
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

古
賀
課
長
は
「
企
業
の
設
備
投
資
は

減
少
し
て
き
て
い
る
が
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

シ
ス
テ
ム
等
の
リ
モ
ー
ト
用
設
備
の
導

入
が
盛
ん
で
あ
る
」「
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
学
校
で
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
す
る
な

ど
、
文
教
分
野
で
の
投
資
が
伸
び
て
い

る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
外

臨
時
総
会

９
月
定
例
会

令和
２年度

（一財）

（一財）

青
年
部
だ
よ
り

青
年
部
だ
よ
り

ＹＥＧＹＥＧ

第 95号
令和２年度 

八戸商工会議所青年部スローガン

第
一
回

第
二
回

行動こそが未来を創る！
～想いと経験が

YEGを強くする～

YEGとは、商工会議所青年部の英語名Young Entrepreneurs Group の頭文字をとった愛称です。
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８
月
29
日
、
白
浜
海
岸
に
て
第
１
回

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
予
防
対
策
と
し
て
、
通
常

の
会
議
も
開
催
制
限
さ
れ
、
メ
ン
バ

ー
同
士
の
交
流
が
少
な
い
状
況
で
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
交
流
で

き
る
機
会
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
を
絡
め
た
交
流
会
を
企

画
し
ま
し
た
。
交
流
会
に
は
メ
ン
バ
ー

15
名
、
Ｏ
Ｂ
１
名
、
メ
ン
バ
ー
の
家
族

２
名
を
含
む
計
18
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
気
温
32
度
の
好
天
に
よ
り
、
熱

砂
で
予
定
し
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
も
一
部

取
り
止
め
ま
し
た
。
一
方
で
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
通
し
て
、
今
回
の
目
的
で
あ

る
メ
ン
バ
ー
同
士
の
交
流
は
で
き
ま
し

た
。
な
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
お
こ

し
委
員
会
以
外
の
メ
ン
バ
ー
も
多
数
参

加
し
、
情
報
交
換
の
場
に
な
り
ま
し
た
。

最
高
の
天
気
に
恵
ま
れ
た
本
交
流
会
も

後
片
づ
け
の
頃
に
は
、
土
砂
降
り
に
な

り
ま
し
た
が
、
桑
原
監
事
の
的
確
な
ア

ド
バ
イ
ス
に
よ
り
、
被
害
を
最
小
限
に

留
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

次
回
は
今
回
以
上
に
よ
り
多
く
の
メ

ン
バ
ー
に
も
参
加
し
て
頂
け
る
よ
う
な

設
え
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
お
こ
し
委
員
会

委
員
長　

立
場　

輝
栄

ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
㈱

　

７
月
15
日
、
八
戸
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
み
な
と
維
新
委
員
会
主
管
の

定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
２

年
度
が
始
ま
っ
て
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
で

対
面
で
の
会
合
を
自
粛
し
て
い
た
た

め
、
こ
の
７
月
定
例
会
は
久
し
ぶ
り
に

会
員
が
一
堂
に
会
す
る
機
会
で
も
あ
り

ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
会
社

都
合
で
会
場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き

な
い
会
員
も
参
加
で
き
る
よ
う
、
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
開
催
と
し
ま
し
た
。
初
の
試
み

で
あ
り
な
が
ら
、
他
の
委
員
会
の
協
力

も
得
て
、
成
功
裏
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
で
は
受
付

時
に
手
指
消
毒
を
促
し
、
マ
ス
ク
の
配

布
も
行
い
ま
し
た
。
更
に
懇
親
会
前
で

は
、「
お
酌
を
し
な
い
」「
グ
ラ
ス
や
箸

の
使
い
ま
わ
し
を
し
な
い
」
等
を
注
意

喚
起
す
る
な
ど
、
徹
底
し
た
感
染
対
策

を
講
じ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、

会
員
同
士
が
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ

て
近
況
を
話
し
た
り
、
新
入
会
員
と
挨

拶
を
交
わ
す
な
ど
の
交
流
を
深
め
る
様

子
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
懇

親
会
で
は
、
九
州
エ
リ
ア
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
7
月
豪
雨
災
害
に
対

す
る
募
金
活
動
を
行
ま
し
た
。
集
ま
っ

た
６
３
，７
３
７
円
の
募
金
は
、
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

に
送
金
し
ま
し
た
。
ご
協
力
頂
き
ま
し

た
皆
様
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
定
例
会
後
に
は
臨
時
総

会
が
行
わ
れ
、
令
和
３
年
度
・
４
年
度

の
会
長
予
定
者
選
出
に
つ
い
て
審
議
の

上
、
満
場
一
致
で
中
村
知
行
総
務
室
長

が
次
年
度
会
長
予
定
者
に
決
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
際
し
、
塚
原
隆
市
担
当
副

会
頭
か
ら
も
前
向
き
な
激
励
の
言
葉
が

送
ら
れ
、
明
る
い
ム
ー
ド
の
中
、
祝
福

の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
先
行
き
の

見
え
な
い
時
世
で
は
あ
り
ま
す
が
、
青

年
経
済
人
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
や
る
、

と
い
う
強
い
結
束
が
で
き
た
意
義
の
あ

る
時
間
で
し
た
。

　

み
な
と
維
新
委
員
会

担
当
副
会
長　

松
橋　

里
実

㈱
松
橋
不
動
産

７
月
定
例
会

令和
２年度

第１回

八

会

交
流

Ｇ
E
Ｙ
戸
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10
月
31
日
、
第
39
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
福
島
し
ら
か
わ
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
の
為
、
記

念
式
典
や
メ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
無
観

客
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
（
収

録
・
ウ
ェ
ブ
ラ
イ
ブ
配
信
）
と
す
る
な

ど
、
新
た
な
手
法
を
学
ぶ
機
会
と
な
っ

た
ほ
か
、
メ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
政

策
提
言
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。
分

散
開
催
に
つ
き
、
来
年
５
月
に
分
科
会

や
大
懇
親
会
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所

青
年
部
連
合
会

専
門
委
員　

松
橋　

里
実

㈱
松
橋
不
動
産

　

10
月
30
日
に
開
催
し
た
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
福
島
し
ら
か
わ
大
会
に
お
い
て

第
1
回
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和

3
年
度
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所
青

年
部
連
合
会
会
長
に
福
島
県
連
白
河
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
冨
山
強
君
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
臨
時
総
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
開
催
地
の
白
河
で
は
な
く
、
郡
山

市
で
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
諸
会
議
、

会
長
会
議
を
含
め
、
い
ず
れ
も
滞
り
な

く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

八
戸
商
工
会
議
所
青
年
部

会
長　

向
井　

誠
仁

㈱
コ
ネ
ク
ト
グ
ロ
ー
カ
ル

イ
ル
ス
感
染
対
策
が
十
分
に
講
じ
ら
れ
、

懇
親
会
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

取
り
な
が
ら
も
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
県

連
メ
ン
バ
ー
と
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が

ら
交
流
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

青
森
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

相
談
役　

中
村　

知
行

㈲
中
ペ
ン
塗
装
店

　

私
が
出
向
し
て
い
る
、
令
和
２
年
度

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
委
員
会
で

は
、
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
ほ
ぼ

毎
週
全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
を
対
象
に
し
た

業
種
別
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
本
来
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
分

科
会
と
し
て
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
観

点
か
ら
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
12
月
か
ら
令
和
３
年
２
月
に
か
け

て
３
地
区
（
伊
勢
・
岡
山
・
気
仙
沼
）、

３
月
に
は
、
全
国
大
会
分
科
会
で
の
ビ

ジ
ネ
ス
交
流
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
日
本
経
済
に
貢
献
で
き
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

専
門
委
員　

大
川　

慶
人㈱

寿
屋

第
13
回
青
森
県
連
会
員
大
会

十
和
田
大
会

第
１
回 

臨
時
総
会

青
森
県

Ｙ
Ｅ
Ｇ

青
森
県

Ｙ
Ｅ
Ｇ

　

９
月
19
日
、
第
１
回
臨
時
総
会
が
黒

石
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
３
年

度
青
森
県
連
会
長
に
は
、
八
木
橋
旬
一

君
（
黒
石
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
が
選
出
さ
れ
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
３
月

の
予
定
者
会
議
以
来
、
初
と
な
っ
た
参

集
し
て
の
県
連
会
議
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

第
39
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

福
島
し
ら
か
わ
大
会

第
１
回 

臨
時
総
会

東
北
ブ
ロ
ッ
ク

Ｙ
Ｅ
Ｇ

東
北
ブ
ロ
ッ
ク

Ｙ
Ｅ
Ｇ

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会

日

本

Ｙ
Ｅ
Ｇ

会
長
研
修
会

豊
後
の
國
　
府
内
お
お
い
た
塾

日

本

Ｙ
Ｅ
Ｇ

　

11
月
20
・
21
日
、

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
第
38

回
会
長
研
修
会
が

大
分
県
大
分
市
に

て
開
催
さ
れ
、
日

本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
出
向
の

大
川
理
事
と
参
加

し
て
参
り
ま
し
た
。

私
が
参
加
し
た
分
科
会
で
は
「
ピ
ン
チ

を
ワ
ク
ワ
ク
に
変
え
よ
う
！
次
年
度
を

創
る
想
い
は
ひ
と
つ
！
」
を
テ
ー
マ
に

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
し
い
事
業
や
活

動
に
つ
い
て
、
次
年
度
会
長
予
定
者
の

皆
さ
ん
と
情
報
・
意
見
交
換
し
て
参
り

　

11
月
2
日
、
第
13

回
青
森
県
連
会
員
大

会
が
十
和
田
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
記

念
講
演
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
マ
ー
ケ
タ
ー
で
あ
る

平
方
彰
氏
（　

ｅ
ス

ポ
ー
ツ
連
合
理
事
）
が
、「
日
本
の
ｅ
ス
ポ

ー
ツ
の
現
状
と
未
来
」
に
つ
い
て
講
演
さ

れ
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
、

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
た
だ
の
ゲ
ー
ム
大
会
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
や
意

味
か
ら
す
る
と
十
分
に
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、

今
後
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
も
な
り
得
る

も
の
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
成
長
す

る
た
め
に
は
法
整
備
な
ど
の
課
題
も
あ
り

ま
す
が
、
引
き
続
き
注
目
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

青
森
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

理
事　

桑
原　

冨
美
一

付
加
価
値
経
営
研
究
所

ま
し
た
。
次
年
度
は
茨
城
県
土
浦
市
で

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

総
務
室室

長　

中
村　

知
行

㈲
中
ペ
ン
塗
装
店

（一社）
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10
月
24
日
、「
経
営
力
向
上
研

修
会
～
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
再
構

築
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ト
リ
ッ

ク
ス
～
」
を
八
戸
商
工
会
館
に
て

開
催
し
、
19
名
（
青
年
部
会
員
事

業
者
17
名
、
会
議
所
会
員
事
業
者

１
名
、
事
務
局
１
名
）
に
参
加
頂

き
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
折
原
浩
氏
（
㈱
デ
ィ

セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
）
を
リ
モ

ー
ト
で
招
き
、
女
子
高
生
を
モ
デ

ル
に
し
た
経
営
小
説
を
基
に
講
演

頂
き
ま
し
た
。
変
化
に
強
い
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
考
え
方
を
分
か
り

や
す
く
説
明
し
て
頂
き
、
参
加
者

は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
は
、
今
回
の
研
修
会

を
契
機
と
し
て
、
経
営
者
や
幹
部

従
業
員
の
方
を
対
象
に
、
コ
ロ
ナ

禍
で
も
負
け
な
い
自
社
の
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
た

め
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
「
変
化
に

強
い
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
実
践
編
」

を
展
開
し
ま
す
。

　

今
後
は
自
主
勉
強
会
や
補
講
を

通
じ
て
、
折
原
氏
の
個
別
添
削
を

受
け
、
各
々
の
計
画
を
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
来
年
2
月

に
は
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
発
表
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

自
社
の
経
営
力
向
上
と
青
年
部

事
業
の
活
性
化
に
繋
げ
る
た
め
に
、

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
作
成
の

手
法
を
学
ぶ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

切
磋
琢
磨
し
て
自
社
の
事
業
計
画

の
見
直
し
・
整
理
に
も
活
用
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

み
ら
い
創
造
委
員
会

担
当
副
会
長　

岡
本　

信
也

㈱
ア
イ
テ
ィ
コ
ワ
ー
ク

　

コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
が
相
次
ぐ

中
、
本
号
で
は
万
全
の
対
策
を
と
り
、
各
地

の
大
会
に
参
加
し
た
方
か
ら
執
り
行
わ
れ
た

内
容
を
報
告
頂
き
、
掲
載
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ま
た
、
当
青
年
部
の
臨
時
総
会
で

は
、
次
年
度
会
長
予
定
者
、
役
員
選
任
、
組

織
体
制
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
未
知
の
ウ
イ

ル
ス
に
よ
り
今
ま
で
の
常
識
と
は
別
の
常
識

が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
今
後

ど
れ
だ
け
の
新
し
い
ア
イ
デ
ア
、
コ
ロ
ナ
対

策
、
経
済
活
動
に
出
会
え
、
考
え
る
事
が
で

き
る
の
か
。「
行
動
こ
そ
が
未
来
を
創
る
！
」

（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

　

総
務
室副

室
長　

佐
々
木　

晴
久㈱

中
長
印
刷

編
集
後
記

　

皆
様
、
冬
の
湊
地
区
の
夜
景
が
実
に
ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
グ
レ
ッ
ト
タ
ワ
ー
や
八
戸
大

橋
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
架
か
る
八
戸

シ
ー
ガ
ル
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
が
際
立
つ
冬
の

湊
地
区
に
、
新
た

な
賑
わ
い
ス
ポ
ッ

ト
を
創
出
し
よ
う

と
、
こ
の
度
、
八

戸
商
工
会
議
所
青

年
部
で
は
「
み
な

と
地
区
ウ
イ
ン
タ

ー
ナ
イ
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
12
月
１
日
か
ら
25
日
の
16

時
か
ら
21
時
ま
で
の
間
、
館
鼻
公
園
の
シ

ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
に
光
が
灯
り
ま
す
。
ま

た
、
公
園
内
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
夜

景
の
写
真
を
撮
影
し
、「
＃
た
て
は
な
ツ

リ
ー
」
を
付
け
てInstagram

に
投
稿
す

る
と
、
抽
選
で
イ
ン
ス
タ
映
え
ケ
ー
キ
や

湊
地
区
の
商
店
街
で
使
え
る
お
買
物
券
が

当
た
る
企
画
と
し
ま
し
た
。
今
回
は
初
の

試
み
と
な
り
ま
す
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と

に
規
模
を
大
き
く
し
、

湊
地
区
や
商
店
街
を

更
に
盛
り
上
げ
、
八

戸
を
代
表
す
る
冬
の

イ
ベ
ン
ト
に
育
て
上

げ
た
い
と
い
う
想
い

を
も
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

皆
様
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
、
八
戸
の
冬

は
湊
エ
リ
ア
へ
行
き
ま
し
ょ
う
！

　

み
な
と
維
新
委
員
会

委
員
長　

間
山　

健
一

㈲
八
戸
マ
イ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

経
営
力
向
上
研
修
会

〜
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
再
構
築
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
〜

お

屋

ん
ら

部

ど
の

E

八

G

戸
Y

＃ 

館
鼻
ツ
リ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン


